
















On the Flood Disaster in the Abukuma River Basin
at the End of August 1998
By
Tokuo KISHII
Atmosheric and Hydrospheric Science Division
National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention, Japan
Abstract
The flood disaster by the heavy rainfall occurred in the south part of the Tohoku
district and the north part of the Kanto district from 26 to 31 August 1998.  The rainfall
amounts range more than 1,000mm and the water level reached more than 11 m in the
upstream of the Abukuma River . The flood hydrograph caused by this heavy rainfall had
two peaks. So the flood forecast was difficult and the period of the flood was long. 
The damage by this heavy rainfall was the inland flood, that is, due to big volume of
runoff  water was stored inside of the dyke of the main river, the Abukuma River.
Many houses were destroyed and submerged by this flood. This area was affected the
similar damages in 1986 flood.
This report shows the condition and the states of the flood disaster in the south part of
the Tohoku district by our survey team of the National Research Institute for Earth
Science and Disaster Prevention.

























































阿久津（８月 30日，13時），本宮（８月 30日，12時），二本松（８月 30日，14時），福島（８月 30
日，11時），伏黒（８月30日，12時）という様にほぼ同時刻に発生している．
図1 阿武隈川流域の河川水位観測所及び雨量観測所
Fig. 1 Location of the water level stations and rain gage stations in the Abukuma River basin.



















































































































































































































































Table 1 Past record of the maximum water level along the Abukuma River channel.
図3 各河川水位観測所の時刻水位（1998年8月26日～9月1日）
Fig. 3 Hourly water level from 26 August to 1 Septemver 1998 along the Abukuma River
channel.
























Fig.4 The flooded area in the Abukuma River basin.
写真1 杉田川合流点の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 1 Flooded area at the confluence of the Abukuma River with the Sugita River.
写真2 杉田川合流点破堤地点の復旧工事後の状況
Photo 2 Breaking point after the restoration works at the confluence of the Abukuma
River with the Sugita River.
写真3 梁川町左岸側の氾濫状況（福島工事事務所提供)
Photo 3 Flooded area at the left side of the Abukuma River in the Yanagawa Twon.
－ 100－ － 101－
写真4 二本松市両岸の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 4 Flooded area at the both sides of the Abukuma River in the Nihonmastu City.
写真5 五百川合流点左岸側の氾濫状況(福島工事事務所提供）
Photo 5 Flooded area at the left side of the confluence of the Abukuma River with the
Gohyaku-River.
写真6 逢瀬川合流点左岸側の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 6 Flooded area at the left side of the confluence of the Abukuma River with the
Ohse River.
写真7 笹原川合流点左岸側の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 7 Flooded area at the left side of the confluence of the Abukuma River with the
Sasahara River.
写真8 釈迦堂川合流点の左右両岸の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 8 Flooded area at the both sides of the confluence of the Abukuma River with the
Syakadou River.
写真9 須賀川市両岸の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 9 Flooded area at the both sides of the Abukuma River in the Sukagawa City.























その内，水防警報は 27日 12件，29日 11件と最も多かった．又，洪水予報は 27日が６件
写真10 白河市堀川合流点の氾濫状況（福島工事事務所提供）
Photo 10 Flooded area at the confluence of the Abukuma river with the Hori
River in the Sirakawa City.
表2 福島県における大雨・洪水（8月26日～31日）による住家被害世帯数
Table 2 The amounts of damages by the heavy rainfall and the flood from 26 to 31 August 1998
in the Fukusima Prefecture.
－ 104－ － 105－
（号）と最も多く，28，29，30日がそれぞれ 43件（号）であった．又，洪水に関する情報提供
は，ラジオ，テレビ等のマスコミに対して407件，消防防災課，警察等の地方自治体に25件，住
民，企業，自衛隊等の地方関係者に８件計470件となった．
災害対策本部（県）は消防防災課に8月27日12時に設置された．一方水防本部は県河川課に
８月26日18時30分に設置された．
（2）避難
避難指示は郡山市において8月28日から30日にかけ，のべ12,231世帯に対してなされた．
一方，避難勧告も郡山市を中心として，のべ28,520世帯に対してなされた．その他自主避難は須賀
川市等計459世帯であった．
しかしながら郡山市の場合，実際に避難したのは10%程度と言われている．自衛隊の派遣は西郷
村，白河市，郡山市等計2,724名に上った．
（3）ハザートマップ
水害を防止するためには河川堤防等によるハード（構造物）による対応とソフト（警報，避難）に
よるものがある．水害を（計画洪水量等の一定の外力を対象とした）ハード的な手法のみによって
100%は防止できないからソフト的な対応と組み合わされた対策が必要である．ハザートマップもこ
の手法の内の１つである．
全国においては洪水ハザードマップを作成した自治体は，53ある．福島県においては福島市及び
郡山市（郡山市，1998）においてハザートマップが作成されている．
この図には浸水推定範囲，洪水深，既往の浸水区域避難先等が記されており，各地域住民が浸水し
た場合の水深，避難先を前もって知ることができる．
郡山市においては，全体としては避難率は，大きくなかったが，この図によってかなり効果的な避
難ができたとされている．即ち，ハザードマップを見た人はそうでない人より，避難率で10ポイン
ト高い．また，避難開始時刻は55分早い．さらに前回の水害を経験した人は，20ポイント避難が高
くなった．
ハザートマップの作成に際しては，浸水地域と表示される場合，地価の下落，地域のイメージの悪
化等に対するマイナスがあり，そのため関係学者，住民に一部反対がある場合があるが，水害被害の
防止軽減のためには，今後共積極的なハザードマップの作成と利用が望まれる．
（4）アンケート結果
水害時においては，住民が国，地方自治体の支援を受けながら行動することは被害の軽減に大きく
寄与する．しかしながら公的機関の住民に対するサービスにも改善すべき点があると考えられる．今
回の水害時において住民が被災し，それらの人々に対して福島県が国，地方自治体に対する要望等に
ついてアンケートを行った．今後の水害対策の参考と考えられるのでここにその結果を示す．
住民への広報・連絡については
・雨音等により広報の音声が聞こえない地域があった．
・住民への情報連絡網の整備が遅れている．
災害弱者対策（高齢者，障害者等）
・地域の災害弱者の把握と支援体制の確立が必要．
自主防災組織
・災害情報の伝達が前もって承知できなかった．
・消防団と協力できる体制が必要．
・ボランティア団体との連携ができなかった．
消防団活動
・長時間の出動となり会社員等が多いので交代要員の確保が困難．
・不眠不休の消防団活動に対する待遇の改善が必要．
・携帯電話でも交信不可の地域があり通信に不便だった．
避難所の開設・運営
・多くの家族，異なる世代（老人から幼児まで）が入るため避難所生活の不便さがある．
その他
・防災計画が実情にそぐわない点があった．（避難所の指定等）
6．まとめ
平成10年においては，本報告に記した栃木北部，福島南部の洪水以外に８月４日には新潟におい
ても甚大な水害が生じた．このような水害の原因として都市化の進展と共に山岳部から低平地へと
人々の居住地が移動すること，低平地においても比較的小高い微高地等の安全な場所は，以前から居
住していた人々によって占められ，比較的に水害に対して脆弱な低平地に住まざるを得ないことがあ
る．このような地域における人々の安全を守るためには，住民自身が住んでいる土地の条件を知ると
共に被災時における対応を平時より準備しておくことは大切である．さらに公的機関による堤防等の
ハードな防災施設を整備することはもちろん，より高い精度の豪雨予測，氾濫予測，迅速な避難等の
防災システムを作って行かねばならない｡
最後に本調査にあたり，水害関連資料の提供，水害写真の提供，現地調査の手配等種々お世話にな
りました建設省福島工事事務所，福島地方気象台及び福島県の方々に感謝します．
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